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要旨

　 本論文で は 、 MVC ア ー キテクチャ に 基 づ く Web ア プ リ ケー ショ ン に 対す る 振舞い モ

デル を 提案 す る 。 Web ア プ リ ケー ショ ン に お け る MVC ア ー キテクチャ で は 品質を 向上

さ せ る た め に ロ ジックと デザイ ン を 分離す る 。 Web ア プ リ ケー ショ ン の 機 能は システ

ム と 環 境の イ ン タラ クショ ン に よ り 提供さ れ る 一 方で 、 MVC ア ー キテクチャ は 抽象的

な処理の 構成を 定義 す る の みで あ る 。 こ の 事実は Web ア プ リ ケー ショ ン の 実装と そ の

振舞い の 間 に 大き な差を 招い て い る 。

　 提案 す る 振舞い モ デル を Webオー トマ トン と 呼ぶ 。 Webオー トマ トン は 動的なコン

テン ツを 含 む Web ア プ リ ケー ショ ン の 動作を URL リ クエストに よ る 状態遷移 に 基 づ い

て モ デル 化す る 。 URL リ クエストに お け る パ ラ メ タや フ ォー ム の 入力を 変数と し、

デー タ非依 存システム と みなして 、 有限的に 表現す る 。

　 さ ら に Web ア プ リ ケー ショ ン 開発の お け る 信頼性と 安 全性の 向上を 目的と して 、 設

計、 実装、 テストに 対して 振舞い モ デル に 基 づ い た 支援 手法を 提案 す る 。 設計プ ロ セス

で は 、 Web ア プ リ ケー ショ ン の 仕様を Webオー トマ トン で 記 述す る こ と に よ り 開発者

の 意 図通り か 検査で き る 。 実装プ ロ セスで は 、 ソー スコー ドか ら Webオー トマ トン を

構築す る こ と に よ り 、 仕様と 実装と の 整合性検査が で き る 。 テストプ ロ セスで は 、 オー

トマ トン の 実行の 意 味に 基 づ い た テストパ スの 生成、 ル ー プ 構造に 着目した テスト基 準

を 定義 す る 。 テスト基 準に よ る テストパ スの 分類は Web ア プ リ ケー ショ ン に 対す る テ

スト技法を 導く 基 本的な方法論と なる 。 本手法に よ り 開発者に と っ て 関 心の あ る テスト

パ スを 効率よ く 取得で き る 。

　 本手法の 計算機 に よ る 支援 を 実現す る た め 、 振舞い モ デル に 基 づ い た 状態遷移 システ

ム を 論理型言語に よ り 実装した 。 図書管 理システム を 用い て テストパ ス生成、 到達可能

性検査の 実行例を 示す こ と に よ り 、 本提案 の 効果を 確 認した 。
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